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Ureaplasma diversumの関与を疑う子牛の出生直後の死亡事例
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要 約

根室管内の農場で出生直後に死亡したホルスタイン種子牛1頭の病勢鑑定を実施した。剖検所見では、肺に
びまん性の暗赤色化を認め、病理組織学的検査では、気管支腔および肺胞腔内に単核細胞の浸潤、肺胞壁の軽
度肥厚およびリンパ濾胞の形成が見られた。肺からマイコプラズマ属菌は分離されなかったが、Ureaplasma di-
versum（U．diversum）の遺伝子が検出された。本事例は病変の特徴と併せてU．diversumの関与が疑われ、牛
の出生直後の死亡や異常産の原因究明ではU．diversumの検査も考慮する必要があると考えられた。
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Ureaplasma diversum（U．diversum）はマイコプラ
ズマ科ウレアプラズマ属に属する菌である。生殖器疾患、
流産胎子、肺炎、角膜炎および乳房炎等のさまざまな病
変部から分離され、多くの疾患に関与する一方で、健康
な牛の鼻腔、泌尿生殖器、精液からの分離も報告されて
いる［1‐3］。今回、U．diversumの遺伝子が検出された肺
炎病変を主徴とする牛の出生直後の死亡事例に遭遇した
ため、概要を報告する。

材料および方法

発生の概要：本農場は酪農場（成牛161頭、育成牛79頭、
哺育牛8頭飼養）で、今回の出生直後の死亡事例の発生
前に、胎齢8カ月前後での異常産が令和2年4～11月に
6例発生していた。本事例は令和2年11月11日に胎齢8．5
カ月で出生後、翌日に死亡したホルスタイン種雄子牛（子
牛）で、臨床獣医師は今回の事例を農場で発生している
異常産に関連したものと考え、異常産原因究明のため当
所へ病性鑑定を依頼した。なお、分娩時に母牛に異常は
認められなかった。
材料：死亡した子牛およびその母牛血清

病理学的検査：病理解剖後、検査材料（心臓、肺、肝臓、
腎臓、脾臓、大脳、小脳、脳幹部、胸腺、胃、空腸、結
腸および骨格筋）を10％中性緩衝ホルマリンで固定後、
常法により病理組織標本を作製し、ヘマトキシリン・エ
オジン染色を実施した。
免疫組織化学的検査：肺について、一次抗体を抗U．di-
versum２型家兎血清（農研機構動衛研、東京）および
抗M．bovis家兎血清（農研機構動衛研）を用いて、酵素
抗体法による免疫組織化学検査を農研機構動物衛生研究
部門に依頼した。陽性対照には、U．diversum菌液を注
入した正常牛の肝臓およびM．bovis菌液を注入した正常
牛の肝臓を用いた。
一般細菌検査：心臓、肺、肝臓、腎臓、脾臓、大脳、胸
腺、胸水、腹水、胃内容物および胎盤について、5％羊
血液寒天培地（TSAⅡ5％ Sheep Blood Agar M：日本
BD、東京）を用いて5％炭酸ガス下および嫌気下で、
DHL寒天培地（KBM DHL寒天培地：コージンバイオ、
埼玉）を用いて好気下で、それぞれ37℃、24～72時間培
養を実施した。回腸内容物についてDHL寒天培地を用
いて、大腸菌群数を測定した。母牛血清はブルセラ菌液
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（ブルセラ急速診断用菌液：化血研、熊本）を用いて急
速凝集反応法を実施した。
マイコプラズマおよびウレアプラズマ検査：肺について、
DNA添加変法Hayflick液体培地（マイコプラズマNK
液体培地：関東化学、東京）および変法Taylor-Robinson
液体培地［4］を用いて好気培養を、DNA添加変法Hayflick
寒天培地［5］を用いて5％炭酸ガス培養を37℃3～7日
間実施した。肺および37℃好気下で培養実施後の液体培
地について、市販の試薬（QIAGEN QIAamp DNA Mini
Kit：QIAGEN， Netherlands）でDNAを抽出し、Myco-
plasma bovis、M．bovigenitalium、M．dispar、M．bovir-
hinis、U．diversumの遺伝子検査を実施した［6‐9］。
ウイルス学的検査：心臓、肺、肝臓、腎臓、脾臓および
大脳について、ウイルス分離（MDBK細胞、BFM細胞）
を実施した。同様の材料について、市販のキット（High
Pure Viral Nucleic Acid Kit : Roche, USA）でRNAお
よびDNAを抽出し、牛ウイルス性下痢ウイルス、牛伝
染性鼻気管炎ウイルスの遺伝子検査を実施した［10‐11］。
直腸内容物について市販の試薬（ディップスティック栄
研ロタ：栄研化学、栃木）を用いてA型ロタウイルス
抗原検査を実施した。
寄生虫学的検査：直腸内容物について市販の試薬（Dip-
fit Cryotosporidium : Bio-X, Belgium）を用いて、Crypto-
sporidium parvum抗原を検出した。母牛の血清につい
てNeospora caninum抗原を張り付けたスライドグラス
を用いた間接蛍光抗体法でNeospora caninum抗体検査
を実施した。

成 績

剖検所見：眼球陥没、削痩、肺の全葉にびまん性の暗赤
色化、左心室壁の軽度肥厚および腎臓にびまん性の軽度
融解が見られた。その他の臓器に著変は認められなかっ
た。
病理組織学的検査：肺では肺胞腔内に出血が見られ、気
管支腔および肺胞腔内に単核細胞の浸潤および、単核細
胞の浸潤による肺胞壁の軽度の肥厚が見られた（図1）。
また、肺胞壁におけるリンパ濾胞の形成が見られた（図
2）。その他の臓器に著変は認められなかった。
免疫組織化学的検査：肺では抗U．diversum2型家兎血
清および抗M．bovis家兎血清に対する陽性反応は認めら
れなかった。
細菌学的検査：心臓、肺、肝臓、腎臓、脾臓、大脳、胸
腺、胸水、腹水、胃内容物および胎盤から有意な菌は分
離されなかった。回腸内容物の大腸菌群数は4．0×102

CFU／gであった。母牛血清のブルセラ症抗体は陰性で
あった。
マイコプラズマおよびウレアプラズマ検査：肺からマイ
コプラズマ属菌およびウレアプラズマ属菌は分離されな
かった。肺および37℃好気培養実施後の液体培地から、
M．bovis、M．bovigenitalium、M．dispar、M．bovirhinis
に特異的な遺伝子は検出されなかったが、肺からU．di-
versumに特異的な遺伝子が検出された。
ウイルス学的検査：心臓、肺、肝臓、腎臓、脾臓および
大脳でからウイルスは分離されず、牛ウイルス性下痢ウ
イルスおよび牛伝染性鼻気管炎ウイルスの遺伝子は検出
されなかった。直腸内容物からA型ロタウイルス抗原
は検出されなかった。
寄生虫学的検査：直腸内容物からCryptosporidium par-
vum抗原は検出されなかった。母牛の血清からNeospora
caninum抗体は検出されなかった。

考 察

本事例は病理組織学的検査により出生直後に死亡した
子牛の肺にリンパ濾胞の形成が認められたため、マイコ
プラズマ属菌の関与を疑い、肺を用いて検査を実施した
ところ、マイコプラズマ属菌およびウレアプラズマ属菌
は分離されなかったが、肺からU．diversumの遺伝子が

図1．肺：出血と好中球の浸潤

図2．肺：リンパ濾胞の形成
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検出されたため、子牛の肺病変にはU．diversumが関与
したと推察された。

本事例の抗U．diversum2型家兎血清を用いた免疫組
織化学的検査ではU．diversum抗原は確認されなかった。
U．diversumの血清型は野外からの分離株で3群からな
る13種類以上が確認されている［12］。そのため、本事例
には2型以外のU．diversumが関与した可能性が考えら
れた。

本事例のように、肺胞壁におけるリンパ濾胞の形成を
主徴とする肺炎病変が認められた肺で、ウレアプラズマ
属菌分離陰性で、肺での免疫組織化学的検査で抗原が検
出されず、遺伝子のみ陽性となる胎齢8カ月での死産事
例が報告されている［13］。本事例ではU．diversumに胎
内で感染し、肺に病変が形成されたが、胎内での胎子の
死亡には至らず、肺炎が原因で生後間もなく死亡したも
のと考えられる。すなわち、U．diversumによる病変形
成後の経過が長かったため、U．diversumの遺伝子のみ
が残存したと推察された。
U．diversumは過去の事例でも牛の妊娠後期に異常産

を引き起こすと報告されている［3、13］。当該農場では本
事例発生以前にも胎齢8カ月前後での異常産が発生して
いた。過去の異常産にもU．diversumが関与している可
能性が考えられたが、胎盤や胎子等について詳細な検査
は実施しておらず、確定には至らなかった。病性鑑定に
おいて、出生直後の死亡や妊娠後期の異常産例では、特
に、肉眼的に顕著な異常が認められない場合であっても、
U．diversumの関与を検討することも必要と考えられた。
同様の症例に遭遇した際は遺伝子検査や免疫組織化学的
検査を用いた詳細な検査を実施し、検証を継続していく。

今回の事例の免疫組織化学的検査は農研機構 動物衛
生研究部門 衛生管理研究領域 病理・生産病グループ
の木村久美子先生にご協力いただきました。この場をお
借りして深く感謝申し上げます。
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